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巻 頭 言
「ほどほどに」を生物に学ぶ
近代文明はテレビ，洗濯機，エアコン，コンピューターなど数えきれない電化製品を世
に送り出した。冷蔵庫もその一つである。冷蔵庫は年々大型化し，どの家庭も家族数に比
して大容量の冷蔵庫を備えるようになった。その中には待った無しの消費期限を持つ食品
がぎっしり詰め込まれている。ぎっしりと言えば衣装ダンスにもとても着きれないほどの，
やがて廃棄を待つ身の衣類が詰まっている。一歩街に出れば，お腹に多量の脂肪を蓄えた
老若男女，特に30代以上の人々に多数出会う。こうしたことは全て，豊かになりたい，物
質的に恵まれた日々の生活を享受したいという人間の願望の結果なのである。第二次世界
大戦後，日本の人々はこの「豊かさ」を求めて日々努力し，かつ闘って来たのではないだ
ろうか。しかし，戦後64年余りの時を経て，「豊かさ」に囲まれれば囲まれる程，日本の
社会はその「豊かさ」の方向を見失って行くように見える。冷蔵庫や衣装ダンスへの蓄積
から，宝石，お金等の富の蓄積への飽くなき欲求。物質的な「豊かさ」に対する人間の欲
望の際限のなさが露呈し始めている。サブプライムローンに発する金融危機は，その結果
の一つと言えない事もない。
このような際限のない物への欲望は，生物界では人間以外に存在しない。百獣の王と言
われるライオンも自分の空腹を満たせばそれ以上の狩りは行なわない。人類とて太古の時
代には生活に必要とする食料を得る事さえできればそれ以上の収奪や殺戮は行なわなかっ
たであろう。しかし，人類が獲物の貯蔵，やがては富の蓄積を可能にする技術を手にした
時から，より多くの富を保有したいという妄執がまるで遺伝子のように刷り込まれてしま
ったようである。それが人間同士の戦いを産み，地球環境をも破壊して来たのである。ラ
イオンと同じように地球上のヒト以外の全ての生物は，私達の目には見えない自然の掟に
従って「ほどほどに」生きているように見える。私達人間は多数の動物の中の一種，脊椎
動物門，ほ乳綱，霊長目，サル科，ヒト属，ヒト種という一種であるにすぎない。数では
60億という巨大な個体数であるが，人類は自分達が生物界のほんの小さな一種である事を
忘れてしまったようである。
ヒトといえども，自然の摂理をひとたび逸脱すれば，より大きな自然の力によって滅ぼ
されるという事を知らねばならない。無制限な自由，無制限な欲望，無制限な行動は決し
て自然の摂理の許すものではない。江戸時代には世界でも極めてまれな自然生態系の維持
に成功したこの国の人々は，明治維新以降西洋の物質文明の圧倒的な力を目の前にして，
自然と「ほどほどに」共存するという賢明な哲学を忘れてしまったように思える。今，私
達に求められているのは，私達が生物の一員であることを深く理解し，自然の摂理の中で
私達が成すべき事やしてはならない事をもう一度真摯に考える事であろう。それは決して
封建社会のルールに戻る事でもなく，個人の存在を否定するものでもない。「個人」と「自
然」のバランスを調和させた新しい哲学を身につける事である。抽象的な観念からではな
く，日々の生活において，冷蔵庫にも，衣装ダンスにも，そして体にも無駄なものは蓄え
過ぎないといった些細な行為から積み上げられるものなのである。この中にこそ「ほどほ
どに」生きると言う深い哲学の根幹があるのだと思う。
ほら，今，その品物があなたの生活に，体に，本当に不可欠なものですか。 （こうもり）
